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　心臓、肝臓、腎臓などに病気がある。持病を抱えて
いる人がボランティア活動に参加するときは、必ずか
かりつけ医に相談し、活動参加が可能かどうか確認し
ましょう。かかりつけ医の判断でボランティア活動が
無理そうなときは、勇気をもってあきらめるか、他の
可能な活動に予定を変更しましょう。現地で病気が悪
化したとき、すでに疲労している被災地の医療者をさ
らに苦しめてしまっては本末転倒です。
　精神科にかかっている、うつ病などの薬を飲んでい
るときもかかりつけ医に相談しましょう。被災地の惨
状を見たり、環境の変化に病気が悪くなってしまうこ
とがあります。もし、現地の環境に堪えられないとか
かりつけ医が判断した場合は、参加しないほうがよい
です。

　熱がでている、せきをしている、下痢をしている…
こういうときは感染症にかかっている可能性がありま
す。被災地で周りに病気をうつしてしまったら、なん
のためにボランティアに参加したのかわかりません。
ときどき、せきをマスクでごまかして、熱を解熱薬で
無理やり下げながらがんばってボランティア活動に参
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もともと病気を持っている場合

感染症のリスクがあるとき
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加している人を見ます。その献身ぶりは素晴らしいで
すが、被災者の人たちがそのために苦しむのであれば、
独りよがり以外の何者でもありません。ボランティア
活動は自己満足のためだけに行ってはなりません。被
災者の人たちに迷惑をかけないのは最低限のマナーで
す。しっかり病気を治して、それから参加しましょう。
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